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カーボンニュートラルに向けたエネルギーのイメージ
2050年に向けた更なる脱炭素化の方向性（カーボンニュートラルへの転換イメージ）
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化石燃料の大半を海外からの輸入に依存する我が国において、徹底した省エネルギーの重要性は不変で
すが、今後、2050年カーボンニュートラルに向けて更に排出削減対策を進めていく上では、徹底した省エ
ネルギーに加え、電化や脱炭素エネルギーへの転換に取り組んでいくことが重要です。

省エネ

化石エネルギー

脱炭素エネルギーの
導入拡大

省エネでエネルギー消費の全体量
を減らす。

使用するエネルギーはできるだけ
脱炭素化する。

どうしても残る化石燃料の使用分
はCO2を回収・リサイクルする。

出典：「日本のエネルギー 2025年度版（2026年2月/資源エネルギー庁）」を元に北九州市作成

第５章 ２０５０年に目指す脱炭素社会
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48出典：日本のエネルギー 2025年度版（2026年2月/資源エネルギー庁）

2050年に向けた更なる脱炭素化の方向性（カーボンニュートラルへの転換イメージ）


